
























Qayaq（写真 1 ・写真手前のコックピットが 2 つ








Building a Umiaq in the Arctic Region
洲澤　育範
SUZAWA Ikunori
写真 1　1951 年 Cape Prince of Wales にて撮影。ベーリ
ング海様式のウミアックとカヤック。夏場のキャンプ地移
動の様子と思われる。写真提供・Edward Hailstone　出
典 ・Anchorage Museum of History & Art. Library & 
Achives.
写真 2　Comparative Eskimo Dictionary, Michael Fortrescue, 





　 1 ）カヤックとウミアック・ 2 種類の革張り舟
　 2 ）ウミアックの分類
　 3 ）調査地　ヌールビクについて















































より Friskvideos “Eskimo Villiage 1950’s” http : //
youtu.be/c_qvjqIG_xs　閲覧日：2014 年 9 月 8 日）。







































比較した（参照・Nanook of the North : A Story 







5 ～ 6 m 前後で 6 ～ 8 人くらいで操船する。
②　大型のウミアックは交易や野営地の移動に





1 ）カヤックとウミアック・ 2 種類の革張り舟
　極北地方の先住民・イヌイットやエスキモー
は、5,000 年くらい前から、革張り舟を造って
いたと推測されている（参照・Qayaq, David W. 
Zimmerly, University of Alaska Press, 1986 年、







・乗り口の数は 1 ～ 3 ヵ所。漕ぎ手は 1 ～
3 人。
・カヤックの中に人が乗ることもあり、漕




















　Alaska Native Language Center のウェブサ
イ ト Alaskool Central “Interactive IñupiaQ 





覧日：2014 年 9 月 8 日）。
3 ）調 査 地　ヌ ー ル ビ ク（2）に つ い て ＝








（図 1 、写真 5 ）。
　定期便の小型プロペラ機で約 20 分の飛行、
また凍結したコブック川をスノーモービルで走











　Aleut Dictionary Unangam Tunudgusii 






　igilakucha-x = small baidar （with six 
seats for twelve persons）
 igilasugaaya-x = big baidar （for 24 
persons）
   とある。
　Comparative Eskimo Dictionary Alaska 
Native Language Center 刊
こちらの辞書では boat で引くと
・36 ページ　anyaq （angyaq） = open skin 
boat、また go hunting with boat とある。
・370 ページ　umiaq = large skin-coverd 

















































































































ーは浴びられ、室温は 23℃くらい、半袖 T シ
ャツ 1 枚で過ごせる。バス、トイレ、ランドリ


























考映像・Edward “Chip” & Agnes Hailstone 家族
は、その貴重な暮らしぶりから、ナショナルジオグ
ラフィック社が映像記録している。ウェブサイト




“Life Below Zero : Carol’s Caribou”
http : //channel.nationalgeographic.com/channel/
life-below-zero/videos/carols-caribou/
“Life Below Zero : Waiting to Freeze”
http : //channel.nationalgeographic.com/channel/
life-below-zero/videos/waiting-to-freeze/
“Channel : Camp Tours : Noorvik”
http : //channel.nationalgeographic.com/channel/
videos/camp-tours-noorvik/　以 上 閲 覧 日：2014


















写真 7　次女 14 歳 Iriqtaq カリブーの背中の筋を細く裂き、
縫い糸を撚る
写真 8　長女 17 歳 Tigmaiq　自分用のパーキー・上着を縫
っている


















 Visualization Explorer より “Perpetual Ocean” 
http : //svs.gsfc.nasa.gov/vis/a010000/a010800/
































（ 2 ）セイウチ（海象／和名）＝ Walrus（英名）
＝ aiviq（Inupiaq 名）＝ ayveq（Yupik 名）
　北極圏の海岸部に分布し、成獣の体長は 270










ント・フィルム Archeoten “Nanook of the North” 
写真15　1995 年撮影　コブック河を行き交う筏。男性は
Agness の父・Joe Carter 氏。1995 年撮影。写真提供・
































http : //vimeo.com/42775802　閲覧日：2014 年 9 月










































た Edward & Agnes Hailstone 家族との生活
は、イヌピアックの伝統的な暮らしの底辺を流
れる心情を歴史実践する場でもあった。






















参考資料 Seal Hunting during the Spring
season written by : Douglas Hailstone（Edward 
& Agnes Hailstone 夫妻の長男。以下 Doug）写真


























写真23　Seal Hunting during the Spring season written 
by : Douglas Hailstone
― 173 ―
極北でのウミアック造り
own, I can see that I’ve done something right 
and that they are proud of what they see. 
Success !
　I guess you can say that hunting has made 
an impact on my family.
　It helped create a bond that no one can 
break.
　No matter what is going on in life, hunting 






































　“My family listens carefully and with 
excitement, because I was taught everything 
I know by my family.
























































































































　 1 ．内臓を抜く　 2 ．前足ヒレと尾ビレを外す　






　This is dedicated to my grandfather Joe K. 
Carter to show thanks, respect, and my 
loyalty towards you.
　I love you grandpa and thank you for 
everything you’ve done for me.
　I wrote this piece for people to understand 
the working production from an Eskimo’s 
perspective.
　I hope that you enjoyed reading this and I 















































ラ シ は も っ と も 小 型 の ア ザ ラ シ で 体 長 は
120 cm 程度しかない。ウミアック制作に使わ
れるアゴヒゲアザラシは、北極海に生息するア
ザラシでは体長は最大で 250 cm 前後にもな



























































































































































































解 説 し て い る。ウ ェ ブ サ イ ト You Tube よ り
TouchAlaska “Inupiat Subsistence Whaling
Arctic Alaska, Bowhead Whales, Eskimo Whaling”
写真64、65　Edward Hailstone 氏が 2011 年に制作したウミアック。ヌールビク村でのウミアック制作は 50～60 年ぶりだ
と言う。家族 10 人程度で狩猟キャンプの移動用に制作したが、長さが 10 m を越え、運搬に不便なので途中で制作をやめ
































図 7　ガンネルと船首、船尾の助材 図 8　図 5、6、7 を一体に組む
図 6　図 5 に床材とチャイン材を組む
― 185 ―
極北でのウミアック造り


























ビットが壊れては 1 泊 2 日でコッツビューまで
買出しに行く。それが、アラスカ北極圏の酷寒
の極夜にウミアックを造ることだと知った。
http : //youtu.be/0ho2f1eU9Ts　閲 覧 日：2014 年
















































































































































A　2014 年 5 月、所属するクジラ組のキャプ













～ 6 月上旬。バローなどでは、秋期（ 9 月頃）に
も猟が行われる。



















































（参 考 ・ ウ ェ ブ サ イ ト Project Canterbury よ り
Hudson Stuck, D.D.Archdeacon of the Yukon, 
“The Alaskan Missions of the Episcopal Church 
A brief sketch, historical and descriptive” http : //
anglicanhistory.org/usa/ak/stuck/02.html　閲覧日：












































































































































89～94 はコッツビューの病院 Maniilaq Health 
Center にて。写真 95 は Northwest Arctic 
Heritage Center にて。写真 96、97 はコッツ
ビューの Sulanich Art Gallaty にて。
謝辞






































写 真95　コ ッ ツ ビ ュ ー の Northwest 
Arctic Heritage Center に展示されてい
るウミアックの骨組み
写真96　コッツビュー様式のウミアックの模型 写真97　クジラのヒゲに描かれたウミアック
























The Skin Boats of Saint Lawrence Island, Alaska, 
Stephen R. Braund, 1988
King Island Tales, Alaska Native Heritage Center & 
University of Alaska Press, Alaska Native Heritage 
Center & University of Alaska Press, 1988
Qayaqs and Canoes, Alaska Native Heritage Center, 
Alaska Native Heritage Center, 2001
Qayaq, David W. Zimmerly, University of Alaska 
Press, 1986
Seal Hunting Dering the Spring Season, Douglas 
Hailstone, report
The bark canoes and skin boats of N.A, E.T.Adney, 
Smithsonian Books, 1983
Skin boats of Greenland, H.C.Petersen, The National 
Museum of Denmark & The Museum of Greenland 
& The Viking Ship Museum in Roskilde, 1986
Aleut Dictionary, Knut Bergsland, Alaska Native 
Language Center, 1994
Comparative Eskimo Dictionary, Michael Fortrescue, 
Alaska Native Language Center, 1994
Umiak, Skip Snaih, Walrose & Hyde, 1997
参考映像
『アラスカ・ポイントホープのクジラ猟』酷寒！ 零下
40 度アラスカの鯨狩り　テレビ東京（東京 12 チャ
ンネル）　1976 年
Nanook of the North : A Story Of Life and Love In the 
Actual Arctic, R.J.Flaherty, 1992
Edward & Agnes Hailstone 夫妻の暮らしの技術
を、詳細に記録し、その資料を提供してくれた是
恒さくらさん。
　そして四十数日に渡る調査中、博物館での便宜
をはかり、先住民の方々との出会いの場を設けて
くれ、疲れた私を私宅でゆっくりと休ませくれた
皆様に感謝いたします。ありがとうございました。
註
（１）エスキモーと言う民族名について。日本ではエス
キモーという呼称を差別用語としているが、筆者が
訪れたアラスカでは、先住民は自らをエスキモーと
呼ぶ。また公的用語としても使われているのでその
まま用いた。
　　短い滞在期間だが、約３ヶ月間、彼らと暮らし
た。こちらが気をつかい「あなたはイヌピアック
（自称）ですか？」と訊ねると「そうだ、イヌピア
ック・エスキモーだ」と答えるのが一般的である。
エスキモーと言う民族名が呼称から自称へ近づいて
いるように見える。むしろアラスカでイヌイットと
言う呼称を聞いたことがない。
　　そもそもアラスカの先住民（インディアンを除く）
の自称はイヌピアック、ユピック、ウナンガン、チ
ュガチ、スグピアックなどだ。
　　イヌイットと言う呼称はカナダ北部の先住民が使
うことが多い。グリーンランドではカラリット、ア
マサリクなどと自称する。
　　なぜエスキモーという民族呼称が差別用語と言わ
れるのか？ それは「エスキモー＝生肉を食べる
人」という侮蔑的意味があるからだとされている。
しかし、その説も昨今いろいろと取り沙汰されてお
り、アラスカ・エスキモーと隣接するアサバスカ
ン・インディアンの言葉で「エスキモー＝かんじき
の網を編む」の意を、カナダ東部のクリー・インデ
ィアンが聞き違えて「生肉を食べる人」と流布した
などと言われている。
　　エスキモーと言う呼称を差別用語とし始めたの
は、1970 年代のカナダ東北部からだ。これは多分に
保障問題などの政治的な配慮がされている。
　　合わせて、ここでは「インディアン」と表記し
た。これも差別的呼称であり「ネィティブ・アメリ
カン」と表記するのが好ましいとされているが、当
のアメリカ・インディアンはネィティブ・アメリカ
ンという呼称を公式呼称とは認めずに異論を唱えて
いると聞く。
（２）名称の意味　ヌールビク＝ Nuurvik　移り住む処
（３）イヌピアック＝ Iñupiaq　自称・人
（４）コブック＝ Kobuk　大きな河
（５）唐檜　唐檜＝スプルース　マツ科トウヒ属の常緑
針葉樹。木理はまっすぐ走り、材は軽く、柔らか
